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※収支報告書は、提出されたものがそのままインターネット上において公表されます。

収 支 報 告 書 (平成28年 分)/

へ
ノ

りがな)

1政 治 団 体 の 名 称

(ぜ い りしに よる こばや したかゆ き こ うえんか い)ノ

税理士による小林鷹之後援会 、/

2主 たる事務所の所在地 千葉県八千代市勝田台北1-19-40太 宰会計事務所内〆

3代 表 者 の 氏 名 森 英樹ゾ

4会 計 責 任 者 の 氏 名 太宰 真澄4

問合せ先

(担当者)
太宰真澄

(電話)
047-485-8832

注意

(1)こ の表紙に記載する内容は、問合せ先の欄を除き、政治団体に関して届出た

内容と一致すること。

(2)記 載 した内容を訂正する場合は、会計責任者の押印が必要です。

{3)提 出にあたっては、記載されたページのみ提出してください。

(下 は選"理 会が ≡ 政 治団 は 口も暑 しな い こと)

団体 コー ド 年分 届出年月日 翌年への繰越金1

3曾 ユケ2())皇
〆

2 9 ・丈09 . 郷 勉1
/ノ` 農

〆
△

。
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(その2)

1.収 支 の 総 括 表

収
意:が な い ・ に っ て び

の

服㈲表

支

詑

状 況
の20官 折 は し癬 れ ばオ らオい

(1)収 入 総 額(①+②) 0 1 0
十億

ぐ
百万 干 円

328,686

①(前 年 か ら の 繰 越 額) 0 2 0 33,684
②(本 年 の 収 入 額 二囚+回+回+回+回+回+回)・ ・一 … 一 0 3 0 1 ;

295,002
(2)支 出 総 額(表(そ の13-1)の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 4 0 280,947
(3)翌 年 へ の 繰 越 額((1)一(2))・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 5 0 47,739

2.収 入項 目別金額 の内訳 ※収支がない場合であっても、010～050の 欄にはすべて記入す ること。」

(1)個 人の負担す る党費又は会費

金 額 囚 一 一 一 一 一 一 一 ・ 一 一 ・ 一 一 一 0 6 0
十偉 自万 干 円

員 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 7 0
人

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 行 番 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0 8 0
十偲 百万 干1円

監

■ 内訳 を表(そ の7-1)へ 記 載 す るこ と。

〔 う ち 特 定 寄 附 〕 0 9 0 1
國

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 1 0 0 1
「

1■
内訳 を表(そ の7-2)へ 記 載 す るこ と。

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
一 一 一 一 一1■■國一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 「願暉■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計(ア)+(イ)+(ウ)

11
-一 一 一 一

12

0

0

一 一 一 一 一 一1■ ■■一 一 距 旦」四9君

1551000ノ.
揮

内訳 を表(そ の7-3)へ 記 載 す るこ と。
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〇80～110の 小 計 を記載 す る こ と。

〔寄附の うち寄附 のあっせ んによるもの〕 1 3 0 1
'内 訳 を表(そ の8)へ 記載す ること

。

イ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0 E

■ 内訳 を表(そ の9)へ 記載す ること。

合 計 回(ア+イ) 1 5 0 155100q/樽

※ 「特定寄附」 とは、候補者等が、政党か ら受 けた政治活動用資金を 自己の資金管理団体に寄附 したものをい う。

※ 「政党匿名寄附」 とは、政党が街頭や講演 会等 で受 けた一件千 円以下の寄附をい う。 全団体必要

/

/
/

/

、/
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(そ の3-1)

(3)機 関紙誌の発 行その他 の事 業に よる収入(政 治資金パーテ ィー を除 く)

事 業 の 種 類 金 額 備 考

税理士による小林鷹之後援会 総会ゾ
十億 百万 千

140
円

000ゾ
会 費5、000円x28名

{

}
}
1
1

1

{
{
{
1
≡

}
}

8 0 0 こ の 頁 の 小 計 14α000〆

9 0 0 合 計 回 14α000ゾ
℃ 〉 この欄には何 も記入 しないこと。(以 下同じ)

注意(1)政 治資金パーティーを除く事業収入を記載す るもので、例えば、機 関紙誌の発行事業であれば 「○○紙発行事業」、役員会や各種懇親会の
会費収入であれば 「○○会会費」、その他の事業にあっては 「その他催物事業」と記載すること。

(2)政治資金パーティーについては、本表には記載せず、表(そ の3-2)へ 記載すること。
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(そ の6)

(6)そ の他 の収 入

摘 要 金 額 収 入
年 月 日 備 考

十億 百万 千 円

8 0 0 こ の 頁 の 小 計

→ ※10万 円未満 のその他 の収入 については、
合算してこの欄 に記載すること。

8 1 0 1件10万 円 未 満 の も の 2v
9 0 0 合 計[司 2・'

注意.預 金利 子や 貸付返戻金 な どについて記載す るもので、 「摘要」欄 にはそ の区分 を記載す ること。
ただ し、1件10万 円未満 の収入 につ いて は、 「1件10万 円未満 の もの」欄 に合算 して記載す るだけで よい。
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(そ の7-3)政 治団体

(7)寄 附 の 内 訳(政 治 団体) 寄 附 者 の 区 分 政治団体/

団 体 の 名 称 金 額 年月 日 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 代表者の氏名 備 考

干葉県税理士政治連盟千葉西支部
十偉 百万 千

10
円

000v H28.4.13

、/
千葉県千葉市花見川区幕張6-73-4

、
工藤一彦

辱

祝い
'

千葉県税理士政治連盟 10 000 H28・4・13ゾ 千 葉 県千 葉 市 中央 区 中 央港1-16-12・ 富澤康人, 祝い

千葉県税理士政治連盟 135 000ノ H28.12,21/千 葉 県千 葉 市 中央 区 中 央港1-16-12・ 富澤康人 活動補助金

8 0 0 こ の 頁 の 小 計 155 000ゾ

〉 ※ 下記注意(2)参 照 。

〉 ※ 数ページに及ぶ場合には、最後 のページにのみ 「合計」を記入すること。

8 1 0 そ の 他 の 寄 附

9 0 0 合 計 155, 0004

注意(D本 部 または支部 か ら受 けた交付金 は、表(そ の5)へ 記載 し、本表 には計上 しない こ と。

② 年 間5万 円以下の寄附 を受 けた場合 には、合 算 して、 「その他 の寄附」欄 に記載 しても さしつかえ ない。

(3)政 治団体以外 の団体か らの寄附 は、表(そ の7-2)へ 記載す るこ と。
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(そ の13-1)

3.支 出 項 目別 金 額 の 内 訳

(1)支 出 の総括 表

一

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費 +嶺 嵌 帽 円
f

■ 一

(1)人 件 費 0 1 0
{:
{1

(2)光 熱 水 費 0 2 0 {1
(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 3 0 }1
(4)事 務 所 費
1■■4咀■■■一 ■騨■噛■■■一 ■■■艦一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 昌■圏胴■■■■■■一 一 ■幽嘘一

小 計((1)～(4))

0

8

40
-一 一

〇 〇
■

1151947¥
'

一 一一 隅 ロー 一 τ一 砺 屈 障7一 口 ロー 幽 一 一一 一 一 一一 一 口 繭　 一一 一 一一 一 一

2政 治 活 動 費 十億 莇1千1円

日 翼■■

(1)組 織 活 動 費 0 5 0 12651000ゾ

(2)選 挙 関 係 費 0 6 0 1{
ll

(3)機 関紙 誌 の発行 そ の他 の事 業 費 ※ 0 7 0 {1 ぐ

(

内

訳
)

ア 機関紙誌の発行事業費 0 8 0 tl
{1

■

一

一

一

.※(080)行 か ら(110)行 の合 計 を 、

(070)行 に記 載 す る こ と

イ 宣伝事業費 0 9 0
■ ll;

ウ 政治資金パーティー開催事業費 1 0 0 }
エ その他の事業費 1 1 0

ll

l: き

(4)調 査 研 究 費 1 2 0 1;

ミ

(5)寄 附 ・ 交 付 金 1 3 0 ll
ll

(6)そ の 他 の 経 費
1-一 一 一 一 一■■■■軸■旧一 幽■噛■一 一 一1■ ■■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計((1)～(6))

1

8

4
-一 一

〇

0

1
:
一一 一…-L--L-一 一

i

l265000v
≡

■ 一 ■ ■ 一 綱■圏一 一 胴國融脚■圏一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

円

合 計 9 0 0 〈i
ミ

128α947〆
,藍

←(800)行 と(801)行 の合 計 を記 載 す る こ と。

Ψ

注意 支出が存在する揚合は、下表に従い必要書類を添付すること(詳細は表(その14>、(そ の15-1)及 び(その15-2)の 注意書きを参照.

団体区分 姻別に認載する金額 軽常農費内叡書{その14) 或治濁 費触 劃その!5-1} 雄 濁 費艦 書{その152)

本部又は支部に対 して供与し
た交付金に係る支出がある揚

合は、(そ の16)を 添付する
こと。昌会議員関係政治団体 1件1万 円を超える支 出 必要

必要
政治資金パーティーを

講捲した揚合に必要
上記以外の政治霧体

像覚・資朧 灘 ・接援会等}
、_以_}灘 彊

※資金管理団体は必要一
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(そ の14-3)
資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(2)経 常経 費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費v/

支 出 の 目 的
豪具体酌に記入すること。

金 額 年 月 日 支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

政治資金監査報告書作成 ノ
十億 萌 佑 円

000」
H2a41骸 徳山博章v 糠 市花見川鴎 張本郷1-4-33-3%

■

こ の 頁 の 小 計 15 000ノ
※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の〉

政治団体:5万 円未満の支出は、一括 してその合計額 を 「その他の支出」

欄に記載すること(領 収書の写 しも不要)。

なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

そ の 他 の 支 出 { 947ソ

合 計 }}15 947ゾ

注意(1)経 常経費(入 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である。

② 項 目別区分は、 「光熱水費」、 「備品 ・消耗晶費」、 「事務所費」 とし、それぞれ別葉 として作成すること。

(3)① 国会議員開係政治団体:1件 当たりの金額がユ互巴蓮亟 出について記載 し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること、

②それ以外の政治団体:1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載 し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

(4)領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること.

(5)金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書{別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写しを添付 して提出すること.
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(そ の15-1) ↓該当する項目に必ず○をすること ↓該当する分類を必ず記入すること

(2)政 治活動費の 内訳

出 の 目 的
豪具体的に記入す ること.

総会費用

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 計

項目別区分

(該当する項目にO)

① 組織活動費 しノ
2.選 挙関係費
3.機 関紙誌の発行事業費
4.宣 伝事業費

5.そ の他の事業費
6.調 査研究費

7.寄 附 ・交付金

8.そ の他の経費

金 額
十億

壮

百万

{

十

千

145,

年

十

†

年 月 日

　
000ゾ'H28・4・1ら

支 出 を受 け た者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

つきじ 寿司 岩/

項目別区分
小分類

(大 会費)ノ

・145
,

145,

000

000

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

千葉県八千代市八千代練 トH° ユアエルム鴨

備 考

〆

→ ※1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

ゾ(領 収書の写 しも不要)。 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意(1)

(2)

(3)

(4)
(5)

政治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費については、表(そ の15-2)へ 記載すること。

①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額がユ2正 塵亟 出にっいて記載し、コピー機により複写した領収書の写 しを添付すること。

②それ以外の政治団体{政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写しを添付して提出すること。

項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉として作成すること。
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(そ の15-1) ↓該当する項目に必ずOを すること ↓該当する分類を必ず記入すること

(2)政 治活動費の内訳

出 の 目 的
楽具作的に記入すること.

小林鷹之君 と明日の日本を語る会

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 十昌三口

項目別区分
、酷 魏 畿 ラ゚ )
2.選 挙関係費

3.機 関紙誌 の発行事業費

4.宣 伝事 業費

5.そ の他 の事業費
6.調 査 研究費

7.寄 附 ・交付金

8.そ の他 の経費

金 額

十億 百万 千

120
　

000

弄

十

十

年 月 日

H28.11.2

支 出 を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

鷹之政経フオーラム

項目別区分
小分類

(交 際費)ノ

120

120

1000

000

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

東京都千代田区永田町2-2-1衆 議院第一議員会館41フ号

備 考

6名参加

※1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

ノ 団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記栽すること(領収書の写しも不要)
。なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意(1)

(2)

(3)

ω

㈲

政治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただ し、政治資金パーティー開催事業費にっいては、表(そ の15-2)へ 記載すること.

① 国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額がユー互巴超の対 について記載し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写した領収書の写 しを添付すること。

領収書を徴し難かったものについては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書{別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写しを添付して提出すること。

項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉として作成すること。



r

,β へ

(その17)

1資 産等 の総 括表

資 産 等 の 状 況 ▽/ 全団体必要

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分
1416

有 ※注③参照
88

無 備 考

ア 土 地 0 1 0 口 回

イ 建 物 0 2 0 口 凹

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 0 3 0 [コ 凹

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 0 4 0 口 団

預金(普 通預 金及 び 当座 預金 を除 く。)若 しくは貯 金(普オ
通貯金 を除 く。)又 は郵便貯 金(通 常郵便貯 金 を除 く。) 0 5 0 [コ 凹

力 金 銭 信 託 0 6 0 口 凹

キ 有 価 証 券 0 7 0 口 回

ク 出 資 に よ る 権 利 0 8 0 口 回

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 0 9 0 口 日

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 1 0 0 口 自

サ 取得 の価額 が100万 円 を超 え る施 設 の利用 に 関す る権 利 1 1 0 [コ 回

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 1 2 0 日 図

注意(1)す べ ての団体 が提 出す るもの である こと。

② 団体 としての資 産等について記載す るものであ り、全て の項 目につ いて有 ・無のいずれ かに 「/」 を付す こと。

③ 「有」欄 に/を 付 けた資産等 につ いては、その内訳 を表(そ の18)に 記載す ること。
全団体必要



▽

(そ の20)

宣 誓 書
1全 団体必要1

添 付 書 類(別 添のとお り)

[ヨ領収書等の写 し/

回政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る.)/

※添付 した書類 の 「□」に 「/」 を付す こと。

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平 成29年4月 ∠δ)日/

政 治 団 体 の 名 称 税 理 士 に よ る小林 鷹 之 後 援会/

会計責任者 の氏名 太 宰 真 澄 ¢ /

(以下は解散届提出時のみ記入)
(代 表 者 の 氏 名 ㊥)

※解散の場合は、解散届も必要となります。

1全 団体必要1



政治資金監査報告書

平成29年4月5日

税理士による小林鷹之後援会

代表 森 英樹 殿

繋 資禦鰹 触 鷺.
研 修 修 了 年 月 日 平成20年10月3日

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基づき、

税理 士による小林鷹 之後援会 の平成28年 に係 る法第12条 第1項 に規定す る収支報

告書 のすべての期間を対象 として、当該収支報告書並びに当該収支報告書 に係 る会計

帳簿 、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難かった支 出の明細書等及び振込明細書 につ

いて、支 出に関す る政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定める ところによ り政治資金適正化

委員会が定める 「政治資金監査に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニ ュア

ル」 とい う。)に 基づき行った。

(3)私 の責任は、外部性 を有する第三者 として、国会議員 関係政治団体の会計責任者の作

成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、

領収書等 を徴 し難 かった支出の明細書等及び振込明細書 について、政治資金監査マニ

ュアル に基づ き政治資金監査 を行 った結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査は、税理士による小林鷹之後援会の主たる事務所 において行った。

ノ

2監 査 の結果

私が実施 した政治資金監査 の結果 は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 にっいて、会計帳簿、明細書及び領収

書等 が保存 され ていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 について、会計帳簿 には、当該国会議

員関係 政治団体 に係 るその年にお ける支出の状況が記載 され、かつ、当該 国会議員関係

政治団体の会計責任者が当該会計帳簿 を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について、法第12条 第1項 に規定す

る収支報告書は、会計帳簿、明細書及び領収書等 に基づいて支出の状況が表示 されてい

た。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、領収書等を徴 し難かった支

出の明細書及び振込明細書 に係 る支 出 目的書は、存在 しなかった。

3業 務制 限

税理士 による小林鷹 之後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反

する事実 はない。

また、税理士による小林鷹 之後援会 と政治資金監査の業務 を補助 した使 用人その他の

従業者 との間において も、同様である。

以 上


